
大野城市中心市街地活性化基本計画

＜概要版＞
便利なまち　やさしいまち　にぎわうまち

平成 30年 3月

大野城市

基本施策(2) 運営体制の強化

平成28年度より実施主体が商工会から「(仮称)大野城市にぎわいづくり協議会」に移管される

ことに伴い、新しい組織に合わせた運営体制の整備と運営ノウハウの引継ぎ、また商工会をはじ

め事業者や各種団体などとの連携体制の整備を行います。

事業者や各種団体の参画促進をさらに強化し、ガイドや講師となる人材を発掘・支援すること

で、継続運営のための人材確保を図ります。

【取組項目例】

●新規参画事業者の募集・発掘

●山・まち歩きガイドの育成

●広告協賛など、収益ルートの開拓 など

▲わくわくパビリオン委員会 ▲まち歩きガイド

第４章 アクションプラン（つながる ひろがる 大野城プラン）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

推進スケジュール

推進体制

運営引継

実施主体 事業への主な参画者

商工会（～H27年度）
(仮)協議会（H28年度～） 市、商工会、各種団体、民間事業者

事務局移管
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２）整備内容 

・駅前広場の北側には、駅利用者のための屋根付き駐輪

場を設けます。駐輪場の設置については、周辺の景観

や広場の活用の多様化なども考慮していきます。

・南側にはイベントができる広場空間を設けます。

・下大利駅まで続く緑の潤いが感じられる緑地を整備し

ます。

・東口コンコースから下大利駅側へ続く歩行者用の屋根

を整備します。

パース図：駅前広場の将来イメージ

平面イメージ図（ ： ＝ ）

※この図面はイメージであり、確定したものではありません 

 

※この図面はイメージであり、確定したものではありません 
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１.計画策定の背景と目的
本市は、平成12年3月に『大野城市中心市街地活性化基本計画』（以下、前回計画）を

策定しました。

前回計画は、西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（以下、西鉄高架事業）、都市計画道

路等の都市基盤整備を一体的に進めていくための整備方針等を定めるものとして策定し

たものです。

西鉄高架事業や各種都市基盤整備事業の進捗により中心市街地の状況は変化し、また

時間の経過とともに市民ニーズが多様化する中で、上位計画の見直しや中心市街地に関連

する計画が策定され、新たな事業等も計画、実施されています。

これら計画の策定状況や関連事業の実施状況等を踏まえると、中心市街地の活性化に

向けた方針や取り組みについても見直す時期を迎えていると言えます。

今回の計画では、中心市街地の現状や市民意向を踏まえ、今後の目標、方針、取り組み

等を明確に示し、中心市街地のにぎわいの創出を推進することを目的とします。

２.中心市街地の区域
本計画では、市役所等の公共施設、西鉄天神大牟田線の各駅（春日原駅･白木原駅･下大

利駅）とJR鹿児島本線

の各駅（大野城駅･水城

駅）、各駅前の商店街、

各駅の徒歩圏等に配慮

し、複合的な都市機能

が集積する中心市街地

の区域（約228ｈａ）を

設定します。

図：中心市街地の区域
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３.中心市街地活性化の目標
（１）基本的な考え方

中心市街地では、西鉄高架事業、高架事業と連動した道路や公園等、様々な施設整備

が推進されています。

あわせて、市民参加による取り組みも広がりを見せています。

今後は、計画的な土地・建物利用の誘導との整合を図りつつ、施設整備の推進と市民参

加の更なる拡大に取り組み、持続可能な中心市街地の活性化に結びつけていくことが必

要と考えます。

（２）目標
本市は、『第5次大野城市総合計画』に位置づけられる都市（まち）の将来像「ともに創

る　個性輝く　やすらぎの新コミュニティ都市」にふさわしい持続的な中心市街地の活

性化に向けて、３つの目標「便利なまち」、「やさしいまち」、「にぎわうまち」を掲げ、その

実現を目指します。

ともに創る 個性輝く
やすらぎの新コミュニティ都市

中心市街地の活性化

目標 2
やさしいまち

目標１
便利なまち

目標３
にぎわうまち

図：目標
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４.中心市街地活性化の方針
（１）便利なまち

駅を中心に市民や来訪者に便利なまちの実現を目指します。

●西鉄高架事業と連動した市街地整備の推進に取り組みます。

●駅を中心として、鉄道 ･ バス ･ タクシー ･ 自動車 ･ 自転車等の交通結節機能

の強化に取り組みます。

●駅周辺における市民や来訪者の利便性の向上に取り組みます。

中心市街地活性化基本方針（たたき台）

基本目標
「ともに創る　個性輝く　やすらぎの新コミュニティ都市」にふさわしい中心市街地の活性化
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多世代にやさしい交流のまち

西鉄高架事業と連動
した市街地整備の推進

駅前機能の充実

１. 便利なまち

西鉄高架事業と連動した
市街地整備の推進

交通結節機能の強化・
駅周辺の利便性の向上

１. 便利なまち

図：便利なまち
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便利なまちのイメージ
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２）整備内容 

【イベント時の拠点としてのオープンスペース地点】 

・白木原下大利線は、歩道空間と高架下空間を一体的に活用

できるように、高架側に幅員約 の歩道を設けます。

・高架下のオープンスペースの前面においては、高架下と一

体的な広場として活用できるように、高架構造物と高さを

合わせた屋根を設置します。

・高架沿いには、雨でも濡れずに歩ける歩行者用の屋根を設

けます。

・広幅員歩道の車道側には街路樹や地被類、低木等の植栽帯

を設け、歩くときに緑の潤いを感じられる空間を形成しま

す。

・西側の側道について、安全に歩きやすくするために高架側

及び住宅地側に幅員約２ の歩道を設けます。

平面イメージ図（ ： ＝ ） パース図：オープンスペースの将来イメージ

主要断面図（ ： ＝ ）

※この図面はイメージであり、確定したものではありません 

 

 

※この図面はイメージであり、確定したものではありません 

 

※この図面はイメージであり、確定したものではありません 

 



5

（2）やさしいまち
子どもや高齢者等が過ごしやすい、暮らしにやさしいまちの実現を目指します。

●公共施設が集積する市役所周辺を一体とみなし、全ての人々が利用しやすい

よう機能の集約と強化に取り組みます。

●道路や公園、その他公共施設等の整備を通して、多世代にやさしい市街地環

境の充実に取り組みます。

中心市街地活性化基本方針（たたき台）

基本目標
「ともに創る　個性輝く　やすらぎの新コミュニティ都市」にふさわしい中心市街地の活性化
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の充実

鉄道の高架化と
市街地整備の推進

駅前機能の充実

２. やさしいまち

公共施設における機能の集約と強化
による市民にやさしい環境の充実

多世代にやさしい市街地環境の充実

図：やさしいまち

（１）子ども・子育て・健康ゾーン

「すこやか交流プラザ」を大野城市の「子ども・子育て・健康ゾーン」の機

能を担う子育て支援ネットワークの中核として位置付け、子育て支援ボラン

ティアの拠点機能などのゾーン機能の集約を行うとともに、「大文字公園」と

一体的な利活用を進める。加えて、当該施設は健康づくりの拠点であり、健康

や運動などの健康増進及び食育の機能を備えており、乳幼児や子育て世帯の保

護者に向けた事業を展開するなど、これまで以上に幅広い世代に活用されるよ

う連携して進めていく。 

また、従来から健康づくりの拠点として実施してきた成老人を対象とした集

団健診や健康運動事業なども継続して実施できるよう、施設内における機能の

再配置に際しては十分に留意して進めていく。 

なお、「ふるさと館」での子ども関係のイベントや、市役所での相談事業の

連携等、ゾーンを越えた連携や補完も想定されるため、「すこやか交流プラザ」

から「ふるさと館」、「まどかぴあ」「市庁舎」へと続く生活関連経路のバリア

フリー化による歩行空間のネットワーク形成も進める。

▲子ども・子育て・健康ゾーンイメージ 
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やさしいまちのイメージ
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（３）にぎわうまち
人々のつながりを育む中で、にぎわいが持続するまちの実現を目指します。

●公共施設における機能の集約と強化によるにぎわいづくりに取り組みます。

●商店会やにぎわいづくり協議会等と連携し、商店街や高架下のにぎわいづく

りに取り組みます。

●地域資源を活かすトレイルの整備と活用を通して、にぎわいの拡大に取り組

みます。

中心市街地活性化基本方針（たたき台）

基本目標
「ともに創る　個性輝く　やすらぎの新コミュニティ都市」にふさわしい中心市街地の活性化
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[１] おおのじょうまちなかわくわくパビリオン

平成23年度の調査研究事業を受け、平成24年度より開催しているイベント「おおの

じょうまちなかわくわくパビリオン」では、地域資源を活用した様々なプログラムを毎年

秋に実施し、にぎわいあるまちの雰囲気を創り出す試みを行ってきました。

来場者も含めたイベントへの参加者数は、初めての開催となった平成24年度が約

3,400名、平成25年度が約6,500名、平成26年度が約7,700名と年々増加しており、来

場者アンケートの結果を見ても、各年度共通して高い割合で満足の声をいただいています。

今後も内容の充実や実施体制の整備を進め、大野城市のにぎわいを牽引するイベントと

して育てていく予定です。

本市では、地域の資源を活かして来訪者を呼び込む「着地型観光」の開拓を図り、平成

23年度より大野城市商工会とともに、「大野城市着地型観光商品開発事業」に取り組ん

できました。

これまでの研究・開発・事業実施により得られた成果を以下に示します。

第2章 計画策定の背景

▲パンフレット（平成26年度） ▲イベントの様子

②「大野城市着地型観光商品開発事業」における取り組み

＜過去に開催したプログラム（抜粋）＞

・大型イベント（三輪車耐久レース、食イベント、ハロウィンパーティー

など）

・史跡と自然を活用した山・まち歩き（四王寺山・牛頸山登山、水城を

あるくなど）

・市域商店街を活用したイベント（商店街スゴロク、まちかど美術館、

ワンスプーンまち歩きなど）

・市域内の事業所との共同イベント（各種体験教室、婚活・恋活事業

など）

＜参加者の感想＞※参加者アンケートより抜粋

大
満
足

満
足

や
や
不
満

不
満

不
明

H24 47.7 42.2 5.1 0.3 4.7

H25 35.4 54.0 2.0 0.3 8.4

H26 38.4 52.9 4.2 0.6 4.0

(％)
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ワンスプーンまち歩きなど）

・市域内の事業所との共同イベント（各種体験教室、婚活・恋活事業

など）

＜参加者の感想＞※参加者アンケートより抜粋

大
満
足

満
足

や
や
不
満

不
満

不
明

H24 47.7 42.2 5.1 0.3 4.7

H25 35.4 54.0 2.0 0.3 8.4

H26 38.4 52.9 4.2 0.6 4.0

(％)

7

にぎわうまちのイメージ
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（１）西鉄高架事業と連動した 

市街地整備の推進 

○西鉄高架事業の推進 

○西鉄高架事業と連動した側道整備の推進 

○下大利駅東土地区画整理事業等の推進 

（２）駅を中心とした 

交通結節機能の強化 

〇西鉄下大利駅や西鉄白木原駅の駅前広場の整備 

〇西鉄下大利駅東口のバスベイ（※）の整備 

〇駐輪場の整備 

〇公共交通の乗り換え等を円滑にする取り組みの充実 

○レンタサイクル導入の検証 

（３）駅周辺における市民や 

来訪者の利便性の向上 

〇子育て支援施設等の充実 

〇高齢者の健康･福祉施設等の充実 

〇駅前観光情報スペースの確保 

〇市民が利用しやすい多目的スペースの確保と利用を支える仕組みづくり 

○交番の適正配置 

（１）公共施設における機能の 

   集約と強化による市民に 

やさしい環境の充実 

〇子育て支援や健康づくりに関する機能の集約と事業の実施 

〇時代のニーズに対応した効率的かつ効果的な行政運営 

〇市役所の防災拠点としての機能強化 

〇市役所での高齢者及び障がい者福祉機能の充実 

（２）多世代にやさしい 

市街地環境の充実 

 

 

１）子育てしやすい環境の 

充実 

〇子どもが自由に安心して遊べる公園等の充実 

〇子どもを連れて公園等に行きやすい環境の充実 

〇授乳やおむつ替えができるスペースを確保した施設の充実 

２）高齢者等が過ごしやすい 

市街地環境の充実 

〇公共空間のバリアフリー化 

〇民間施設のバリアフリー化 

〇「大野城心のふるさと館」等を活用した生きがいづくり 

（１）公共施設における機能の 

   集約と強化による 

   にぎわいづくり 

〇「大野城心のふるさと館」や「大野城まどかぴあ」を中心とした市民が 

  自由に活動できる空間の創出 

〇「大野城心のふるさと館」と「大野城まどかぴあ」との連携強化 

（２）商店街のにぎわいづくり 

〇オープンスペースを活用したイベント等の開催 

〇隣接する大型小売店とコラボイベントの開催 

〇買物客が歩いて楽しい道路整備 

〇路上等でのカフェやイベントの開催 

〇各商店会の協力イベントの開催 

〇集客力の高いテナントの誘致 

〇空き店舗等の活用 

（３）高架下のにぎわいづくり 

〇雨に濡れない沿道又は高架下散策道の整備 

〇人々が利用しやすい多目的スペースの確保と利用を支える仕組みづくり 

〇立ち寄りやすい店舗や飲食店等の誘致 

（４）歩いて楽しいにぎわいを 

つなぐトレイルの充実 

〇トレイルのルート沿いへのサインの設置 

〇トレイルマップ等の作成 

〇中心市街地を巡るイベント等の開催 

〇人々が休憩しやすい場所の充実 

〇御笠川沿いや特別史跡水城跡を活かすトレイルの整備 

 

５.中心市街地活性化の取り組み
中心市街地の活性化に向けた主な取り組みを以下に示します。

市民等との共働により、各取り組みの実現を目指します。

表：中心市街地活性化に向けた主な取り組みの一覧

※「バスベイ」とは、バス停留所のある場所に、歩道に切れ込みを入れたような形で設けられる、バスが停車するためのスペースのことです。
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６.今後の展開
（１）PDCAサイクルの実践

本市は、本計画を踏まえ、これから便利

なまち、やさしいまち、にぎわうまちの実

現に向けた取り組みを実践していきます。

あわせて、目標の達成状況を確認し、次な

る取り組みの推進や計画の改訂に反映し

ていくことを目指します。

（２）目標の達成状況の確認について
目標の達成状況を客観的に確認するため、目標を定量化する指標と目標値を設定しま

した。指標に掲げるデータは毎年収集し、更新するとともに、1年目、5年目、10年目には

市民アンケートも実施します。

また、5年目、10年目を目途に「中心市街地活性化の達成状況確認会議（仮称）」を開催

します。会議では、目標値の達成状況を確認・共有するとともに、中心市街地の活性化に

向けた今後の取り組み、市民等と市の共働による中心市街地活性化のあり方、計画改訂の

必要性等について検討します。

上記の成果は、市の公式ホームページで公開を予定しています。

目標 目標を定量化する指標
従前値

（平成 28 年度）

目標値

（平成 39 年度）

便利な

まち

中心市街地の

定住人口

中心市街地の利便性の向上を、定住人口の変化から評

価します。

29,685

（人）

31,100

（人）

駅の乗降客数
公共交通の利便性の向上を、駅の乗降客数の変化から

評価します。

65,916

（人）

69,000

（人）

やさしい

まち

中心市街地

に定住する

子どもの数

子育てしやすい環境の充実を、中心市街地に暮らす子

どもの数の変化から評価します。

5,466

（人）

5,500

（人）

文化施設の

利用人数

多世代交流の動向を、施設の利用人数の変化から評価

します。

543,381

（人）

705,500

（人）

にぎわう

まち

イベントの

開催数

中心市街地のにぎわいづくりの動向を、にぎわいづく

り協議会や商店会が主催するイベントの開催数の変化

から評価します。

24

（回）

35

（回）

商店会の

会員数

にぎわいづくりのポテンシャル（潜在能力）を、商店

会の会員数の変化から評価します。

190

（人）

200

（人）

計画の改訂 取り組みの実践

目標の達成状況
の確認

目標の達成状況を反映した
取り組みの推進

P D

CA

大野城市中心市街地活性化基本計画〈概要版〉
発行　平成 30 年 3月　

編集発行：大野城市建設環境部都市計画課　　　福岡県大野城市曙町 2丁目2番1号

表：指標の設定

図：PDCAサイクルの概念図


